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2

明
春
の
大
博
覧
会
の
準
備
も
、
着
々
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
愈
々
前
売
入
場
券
を
発
売
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
水
族
館
を
中
心
と
.し
た
魚
津
会
場
は
、
世
界
の
三
大
奇
観
た
る
、
蛍
烏
賊
、

産
気
楼
、
埋
没
林
を
天
下
に
紹
介
宣
伝
し
、
学
術
的
に
も
、

叉
観
光
的
に
も
、
そ
の
価
値
を
問
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
市
民
各
位
の
絶
大
な
る
御
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し

〆
ま
す
。

前
売
入
場
券
は
博
覧
会
財
源
一

全
消
化
を
お
願
い
す
る
次
第
で

一民
各
位
の
消
化
を
期
待
し
て
い

の
根
幹
で
あ
り
、
そ
の
売
行
き
一
あ
り
ま
す
。
猶
今
迄
の
博
覧
会
一
る
の
で
あ
り
ま
す
。

如
何
は
、
と
の
水
族
館
会
場
の
一
の
傾
向
に
し
て
も
、
失
張
地
元

一

成
否
の
鍵
で
あ
る
こ
と
は
申
す
一
の
前
売
券
の
消
化
如
何
が
如
実

一

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
観
光
と
一
に
成
否
を
示
し
て
居
り
ま
す
。
一

産
業
の
大
魚
津
を
普
く
天
下
に
一
会
期
中
は
、
い
ろ
/
¥
の
行
事一

紹
介
す
る
の
機
会
で
も
あ
り
ま
一
も
計
画
し
て
居
り
ま
す
か
ら
こ

す

。

一

人

で

何

回

で

も

お

出

下

さ

る

様一

前
売
入
場
券
は
富
山
会
場
と
一
に
、
叉
皆
様
の
御
姻
戚
の
方
、

一

の
共
通
券
と
、
魚
津
会
場
だ
け
一
取
引
先
、
友
人
等
へ
こ
の
際
お

一

の
単
独
券
と
二
種

類

あ
り
ま
一

贈
り
に
な
る
と
と
も
良
い
こ
と

一

す
。
皆
様
の
御
手
許
へ
は
広
報
一
で
あ
り
、
事
務
局
も
そ
れ
や
期

一

員
各
位
を
通
じ
て
、
消
化
し
て
一
待
レ
て
居
り
ま
す
。

生
徒
、
児
一

戴
く
様
に
な
っ
て
居
り
ま
す
一

重
は
別
に
団
体
予
約
で
取
扱
号

一

が
、
事
務
当
局
も
各
受
持
区
域
一
計
画
で
あ
り
ま
オ
。

一

を
定
め
て
、
売
捌
き
に
専
念
す
一
工
場
そ
の
他
の
団
体
予
約
も

一

る
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。
一
行
い
ま
す
。

一

市
民
の
皆
様
、

戦
時
中
な
く
な
一
広
報
員
の
方
々
に
絶
大
な
る

一

っ
た
水
族
館
が
、
こ
の
際
前
に
一
協
力
の
誠
意
を
示
し
て
戴
き
心

一

も
ま
し
て
、
立
派
に
再
現
さ
れ
一
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

一

る
の
で
あ
り
、
魚
津
の
観
光
と
一
こ
の
外
婦
人
関
係
、

青
年
団

一

学
術
の
館
が
出
来
る
の
で
あ
り
一

一

一
体
ば
か
り
で
な
く
、

更
に
、
商

一

ま
す
か
ら
、
前
売
券
の
、消
化
そ
一

一

一
回
皆
、
糾
猷
旅
館
等、

全
市
挙一

の
こ
と
が
、
と
の
建
設
と
な
る
一

一

の
で
あ
り
ま
す
。
何
か
と
負
担

一
げ
て
の
協
力
に
は
感
激
に
事
え
一

志
多
い
こ
と
な
が
ら
も
、
滋
に
一
ま
せ
ん
。
し
か
し
市
外
の
売
行
一

特
に
皆
様
の
良
智
に
訴
へ
て
完
一
き
が
懸
念
さ
れ
る
今
日
特
に
市

一

市
で
は
、
最
近
自
転
車
、
荷

車
、

yヤ
カ
l
の
無
鑑
札
使
用

中
の
も
の
が
相
当
あ
る
よ
ろ
に

見
受
け
ら
れ
た
の
で
、
去
る
十

一
月
九
日
よ
り
一

週
間
、
魚
津

地
区
警
綴
磐
の
交
通
取
締
り
と

併
せ
て
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
自

転
車
一
一
五
宇、
荷
車
二
台
，
リ

ヤ
カ
ー
四
二
台
、
計

一
五
九
台

の
無
鍛
札
を
特
見
し
た
の
で
、

今
回
に
限
り

E
規
の
申
告
が
あ

っ
た
も
の
と
し
て
処
盟
し
た
が

今
後
J
h

随
時
街
頭
取
締
を
実
施

し
ま
す
。
無
鍛
札
の
も
の
を
発

見
し
た
場
合
は
、
市
税
条
例
第

八
十
七
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、

三
万
円
以
下
の
過
料
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
市
民

山
皆
織
で
自
転
車
、
荷
車
、
リ
ヤ

カ
ー
等
の
無
登
録
の
も
の
を
所
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有
又
は
使
間
の
方
は
、
直
ち
に

市
役
所
か
最
寄
の
出
張
附
に
届

け
出
ら
れ
、
規
定
の
鍛
札
を
長

け
て
下
さ
い
。

(税
務
課
〉

(
三
)
厚
生
課

皆
さ
ん
、
私
は
市
役
所
庁
内

の
広
報
紙
上
案
内
ガ
ー
ル
で
あ

り
ま
す
。
前
号
ま
で
市
民
課
、

税
務
課
を
案
内
し
ま
し
た
が
、

紙
面
の
都
合
で
お
わ
か
り
難
い

点
も
あ
っ
た
と
存
じ
ま
す
が
、

悪
し
か
ら
ず
・
・
・
:
・
:
・
今
度
は
厚

生
課
を
御
案
内
し
ま
す
。

@
案
内
嬢
さ
ん
ノ
厚
生
課
は
ど

ん
な
仕
事
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

4μ 

厚
生
課
に
は
民
生
係
、
保
健

係
が
あ
り
ま
す
。
民
生
係
で
は
、

市
営
住
宅
、
健
康
保
険
、
軍
人

恩
給
の
請
求
手
続
、
失
業
対
策

事
業
等
の
就
労
斡
旋
や
引
揚
者

の
援
護
.
潰
家
族
の
援
護
等
.
中

々
面
倒
な
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

保
健
係
は
、
伝
染
病
予
防
や
予

防
接
種
実
施
の
事
や
、
姫
産
婦
、

乳
幼
児
の
保
育
指
導
、
母
子
手

帳
の
交
付
、
そ
の
他
衛
生
関
係

の
仕
事
を
種
々
し
て
い
ま
す
。

大
体
惇
生
課
の
仕
事
内
容
が
お

(
農
林
課
〉

わ
か
り
に
な
っ
た
と
存
じ
ま
す

が
、
い
つ
で
も
紺
談
に
応
じ
ま

す
か
ら
~
遠
慮
な
く
御
出
ず
さ

、。、U

d・

@
案
内
嬢
さ
ん
/
公
営
住
宅
に

入
居
し
た
い
の
で
す
が
:
.

そ
れ
は
民
生
係
で
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

公
営
住
宅
に
入
居
希
望
が
あ

り
ま
し
で
も
、
す
ぐ
入
居
で
き

る
と
云
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
現
在
使
用
中
の
住
宅
で

入
居
し
て
い
る
方
の
外
、
補
欠

順
位
と
云
R
J
も
の
が
あ
り
ま
し

て
、
現
在
入
居
し
て
い
る
方
が

他
に
転
居
さ
れ
た
場
合
は
補
欠

順
位
の
方
か
ら
入
居
す
る
こ
と

に
な
り
、
若
し
転
居
せ
ら
れ
た

方
に
補
欠
順
位
の
な
い
場
合
は

入
居
希
望
者
よ
り
抽
畿
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。
入
居
す
る
に
は

入
居
資
絡
と
一
去
ろ
も
の
が
あ
り

ま
す
の
で
、
入
居
希
望
者
を
公

募
す
る
と
き
詳
し
く
広
報
、
掲

示
場
等
に
掲
載
し
ま
す
。

@
案
内
雄
ぎ
ん
〆
恩
給
扶
助
料

の
請
求
を
し
た
い
の
で
す
が
・
:

思
給
扶
助
料
請
求
の
時
は
、

請
求
者
の
印
章
ハ
後
見
人
、
親

権
者
の
場
合
は
‘
そ
の
者
の
印

章
ま
た
同
順
位
者
に
二
人
以
上

い
る
場
合
は
、
同
順
位
者
印
章
)

扶
助
料
証
書
叉
は
恩
給
証
書
、

戸
籍
勝
本
(
除
籍
騰
本
)
を
持

参
に
な
れ
ば
、
手
続
を
致
し
ま

す
ο

@
案
内
嬢
さ
ん
ノ
母
子
手
楓
を

貰
い
た
い
の
で
す
が
:
:
:

母
子
手
帳
は
雄
産
婦
、
乳
幼

児
の
健
康
診
断
及
保
健
指
導
を

受
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

小
供
が
小
学
校
に
入
学
す
る
ま

で
の
期
聞
に
わ
た
っ
て
、
子
供

と
母
を
保
護
す
る
た
め
の
大
切

な
健
康
手
艇
で
あ
り
ま
す
の
で

必
ず
交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。

交
付
を
受
け
る
時
は
、
原
則
と

し
て
姫
娠
三
ヶ
月
以
上
の
方
は

助
産
婦
の
証
明
書
を
持
参
下
さ

れ
斗
ば
母
子
手
帳
を
交
付
し
ま

す
。
叉
笹
明
書
が
な
く
て
も
そ

の
旨
申
し
出
ら
れ
ま
す
と
交
付

し
ま
す
。

@
紙
面
の
都
合
で
よ
く
お
わ
か

り
に
な
ら
な
い
点
が
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
用
件
の
あ
る
時

遠
慮
な
く
御
出
に
な
れ
ば
各
係

よ
り
詳
し
く
お
話
し
致
し
ま

す
。

。
捨
て
な
い
で
下
さ
い
:
:

H

大
根
の
ク
ズ
、
葉
ツ
パ
H

松

倉

鏡

山

跡

国鉄魚津駅 の 着 工 式 と 建 設 工 事

七
其
の
こ

の
で
あ
り
ま
し
子
。
其
の
番
所

の
場
所
は
ど
乙
で
あ
っ
た
か
、
、

叉
そ
こ
に
置
か
れ
た
品
々
は
今

ど
こ
に
残
っ
て
い
る
か
は
一
切

不
明
で
あ
り
ま
す
。

@
参
考

河
原
波
鉱
山
ハ
郡
史
稿
に
依
る
〉

怒
倉
村
大
字
河
原
波
村
小
宰

銀
谷
と
称
す
る
所
に
あ
り
、
天

文
年
間
の
発
見
に
か
ふ
る
、
其

の
後
盛
衰
あ
り
、
嘉
永
六
年
よ

り
全
〈
廃
山
に
帰
せ
し
が
、
近

年
に
至
り
再
び
経
営
せ
し
も
以

あ
り
し
も
、
今
や
殆
ん
ど
廃
坑

に
帰
せ
り
。

市
消
防
職
員
採
用
試
験
公
告

左
記
に
よ
り
市
消
防
職
員
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

記

一
、
受
験
資
絡

・

学
力
|
|
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
学
校
教
育
法
に
よ
る

中
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
要
し
ま
す

年
令
|
l
l
昭
和
二
年
四
月
二
日
以
降
昭
和
九
年
四
月
一
日

以
前
の
出
生
者

二
、
試
験
期
日

第
一

次
試
験

十
二
月
十
五
日

第
二
次
試
験

十
二
月
下
旬

三
、
申
込
受
付

受
験
希
望
者
は
十
二
月
一
日
よ
り
十
二
月
十
日
ま
で
に
、

受
験
申
込
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入
の
上
、
秘
書
人
事
課

ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

.

回
、
そ
の
他

な
ほ
詳
細
な
事
は
，
秘
書
人
事
課
に
問
い
合
せ
て
下
さ
い
c

自
転
車
.
荷
車
、
リ
ヤ
カ
ー
は

鑑
札
を
受
け
て
か
ら

冷
害
及
風
水
害
-に

よ
る
被
害

農
家
に
対
す
る
経
営
資
金
の

貸
付
に
つ
い
て

本
年
の
、
冷
害
ハ
冷
害
に
よ
る
病
虫
害
を
含
む
〉
及
び
風
水
害
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
農
家
に
対
し
、
其
の
農
業
経
営
の
安
定
を

期
す
る
た
め
、
特
別
立
法
に
基
い
て
、
次
の
要
領
に
よ
り
資
金

が
融
通
さ
れ
ま
す
か
ら
、
融
資
を
必
要
と
す
る
農
家
は
、
地
区

農
業
蚕
員
と
充
分
連
絡
の
上
必
要
止
む
を
得
な
い
も

の
に
つ
き
、
融
通
を
受
け
て
下
さ
い
。

三
)
P

一
、
経
営
資
金
の
融
通
を
受
け
ら
れ
る
も
の

主
kpM

本
年
度
の
冷
害
ハ
冷
害
に
よ
る
病
虫
害
を
含
む
〉
及

総
機

び
風
水
害
に
よ
り
農
作
物
叉
は
、
繭
の
減
放
が
平

総
が
川

年
に
於
け
る
牧
槌
量
の
百
分
の
三
十
M
H
上
で
あ
る

1
J
Fハ
企川

旨
、
市
長
ぬ
認
定
を
受
け
た
農
業
者
で
あ
る
こ
と

綴
ふ
怯

二
、
資
金
の
使
途

ω
録制

イ

営

農

資
金
(
家
苔
、
積
荷
、
肥
料
、
飼
料
等

の
購
入
資
金
、
刷
業
資
金
、
木
炭
の
原
本
資
金、

家
畜
飼
育
資
金
、
家
畜
維
持
資
金
等
〉

ロ
そ
の
他
農
業
経
営
を
維
持
寸
る
た
め
必
要
な

刊
グ

資
金
ハ
生
活
維
持
資
金
等
〉

川
崎

ハ

災

害
復
旧
資
金

、マ

品川文
し汽

v
f

三
、
貸
付
金
額

市
長
が
、
認
定
す
る
損
失
額
を
基
準
と
し
て
、
共
済
企
農
業
手

形
を
利
用
し
得
る
見
込
額
を
控
除
し
た
も
の
で
、
最
高
十
五

万
円
以
内

四
、
償
還
期
限

五
年
の
範
囲
内
で
あ
っ
て
)資
金
の
使
途
等
に
よ
り
五
年
、
一
一
一

年
、
二
年
の
期
限
が
あ
る
。

五
、
利
率

-
六
分
五
厘
以
内
ハ
開
拓
者
は
五
分
五
厘
)

一
六
融
資
機
関

‘

一
農
業
協
同
組
合
、

其
の
他
の
金
融
機
関

て 大す
下ら根と漬
7kれの 、 物
がる葉いを
つ方 ゃっす
まがグも る
つあ ズ川時
てり等や季
道まを溝に
路す投なな
に。げどり
汚 捨え、ま

まるん街 7k
し た 。生が
よめよ的 あ
う tこりにふ
ロお よもれ
互い怒 る
に美心こ
注しにと
意い堪に
し街えな
合にま つ I 

いす せ て | 

一鉄御の く 師 ー りたえれ五肝で戸 てさ・で伺此のつ所古跡、た 銅 γちであ部忠 誠とり愛ものでりの のを除るく難窮次
々砲番入其さ共七 J の、て百煎役 数 怪いれ、保の--， .-d:に老か 其 りあ其り落わ金に奮にし、鉱お、 部 斯と牧作い処なく甚第処
出な所口のび殆 OフEで 家 い 目 一 人 、 倉 ま て 街 存 虎つし使。)r-コの出りのまのれ鉱 尊闘 も 、 唯 山 る 現 落 く 記穫つてはつなだにが

純 一一入ど改に 当 れ ん 四 年、数た宛人九千金すいごーさ作ぼて用銀銅 壷 しま跡寸下る 発 いし恵郷ひが人在はししをて、、てりし義寛
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河
原
波
由
来
書
上
申
帳

(
口
語
訳
〉

河
原
波
山
由
来
の
事
は
昔
百

姓
で
あ
っ
た
か
ど
号
か
、
至
っ

て
古
い
事
で
あ
る
か
ら
、
・知
る

事
が
出
来
な
い
。
・
時
始
り
の
事

は
天
文
二
年
(
西
一
五
一
一
一
一
一
一
〉

一
一
一
月
上
旬
の
頃
、
河
原
波
山
の

向
山
谷
と
言
う
所
に
、
カ
ネ
山

鉱
を
発
見
し
、
同
年
九
月
下
旬

の
頃
迄
に
カ
ネ
持
へ
堀
付
け
、

翌
年
銀
谷
並
に
木
落
し
谷
と
申

所
で
、
カ
ネ
山
普
請
し
て
金
銀

を
堀
当
て
ま
し
た
。

天
正
年
中
の
頃
迄
は
、
制
限
倉

山
の
減
主
河
田
豊
前
守
殿
へ
御

運
上
銀
を
差
上
げ
ま
し
た
。
其

の
後
段
々
山
は
盛
に
な
り
、
御

会
所
が
富
山
に
あ
っ
た
時
、
運

上
銀
も
万
治
年
中
頃
迄
、
富
山

御
会
所
本
保
大
龍
殿
小
桃
浬
金

右
衛
門
殿
へ
、
上
納
仕
り
ま
し

た
。
中
略

(
以
下
次
号
〉



一
次
、
第
三
攻
、
第
四
弐

災

害

土

木

査

定

終

本
年
第
二
次
ハ
六
月
八
日
・
七
月
二
十
三
日
出
水
)
第
三
次
ハ
八
月
十
九
日
出
水
〉
第
四
次
(
九

月
三
十
五
日
出
水
〉
の
土
木
関
係
災
害
査
定
は
九
月
及
び
十
一
月
の
二
聞
に
豆
り
建
設
省
の
詳

細
な
現
地
調
査
の
上
次
の
よ
う
に
査
定
さ
れ
ま
し
た
。

申

請

額
金
五
二
、
四
一
一
一二、

0
0
0
円

査

定

額

金

四

三

、

三
八
二
、

0
0
0円

査

定

率

約
八
三

μ

内

訳

。

一
申

請

一

B
一
ケ
所
数

一

路
一

二
三
一

川

一

二
O
一

一

四
一

一

四

七

一

(2) 

本
年
第
一

昭和 28年 12月1日発行

種計橋河道

幸R広市津魚

よくち

た
め

(昭和昨9月m)
第三種郵便物認可/

あ称たの祭、ミ孝之・・
期分

資

(第33号)

3 第

申

税産
..... 
瓦己固

請
十
二
月
十
一
日

十
二
月
十
三
日

十
二
月
十
三
日

十
二
月
十
四
日

十
二
月
十
五
日

十
二
月
十
六
日

十
二
月
十
七
日

納期限 1 2月 28日
期限までに納めましょう 額

片

貝

地

区

西
布
施
地
区

経

団
地

区

上
野
方

桧

倉
地
区

天

神

地

区

道

下

地

区

加

積

地

区

肝
併
問
地
区

上
中
島

下
中
島
地
区

ろ

決

定

額

一一

O
、
七
六
九
、

0
0明

二
ハ
、
九
九
六
、

0
0
0

五
、
六
一
七
、

0
0
0

四
三
、
三
八
二
、

0
0
0

分

で

大

切

に

斉

寄

生

虫

予

防

運

動

実

施

(
十
一
月
十
六
日
か
ら
十
二
月
十
五
日
ま
で
〉

近
年
、

寄
生
虫
の
蔓
廷
は
、
よ
り
十
二
月
十
五
日
迄
全
国
一

或
は
、
熱
湯
に
さ
つ
と
通
し
ま

市
民
の
大
半
に
及
ん
で
い
る
状
斉
に
行
わ
れ
る
、
寄
生
虫
予
防

す

c
川
水
は
必
ず
煮
沸
し
て
か

況
に
あ
り
、
こ

ιに
、
皆
さ
の

運
動

に

御

協

力

下

さ

い

。

ら

飲
用
す
る
こ
と
と
、
手
を
石

健
康
と
労
働
力
に
及
ぼ
し
て
い
街
寄
生
虫
の
予
防
に
つ
い
ぺ
鹸
で
よ
く
洗
う
等
注
意
し
な
け

る
影
響
は
、
計
り
知
れ
な
い
も
は
左
の
事
項
を
守
っ
て
下
さ
し

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

の

が

あ

り

ま

す

。

付

、

外

界

の

虫

卵

を

捜

す

己

と

)

従
来
寄
生
虫
予
防
に
つ
い
一
て
即
ち
、
糞
便
を
肥
料
何
と
し
て
使

e、
躍
虫
法
巳
よ
る
こ
と

は、

糞
尿
の
衛
生
的
処
理
及
ひ
ろ
た
め
に
起
る
の
で
す
か
ら
、
時
々
検
便
し
て
、
虫
卵
が
あ

集
団
駆
虫
等
に
努
力
が
拡
わ
れ

糞
便
を
肥
斜
と
す
る
時
は
、
約
れ
ば
駆
虫
薬
を
飲
み
、
完
全
に

で
来
ま
し
た
が
、
決
定
的
成
県
一
一一
ヶ
月
程
よ
く
腐
敗
さ
せ
て
当

駆
虫
す
る
こ
と
o

駆
虫
す
る
と

を
、
お
さ
め
る
に
至
つ
っ
て
斗
ら
、
大
体
三
週
間
で
大
抵
の
射
き
は
必
ず
医
師
に
相
談
し
て
行

な
い
の
で
、
先
ず
、
皆
芦
ん
カ
卵
は
死
滅
し
ま
す
o
そ
れ
に
は
ふ
こ
と
で
す
o

寄
生
虫
予
防
の
必
要
性
と
、
実
肥
料
溜
を
二
乃
作
っ
て
、
交
互

叉

当
市
と
し
て
は
期
間
中
左

一品開
ω怖
い
よ
い
川
市
町
博
鳩
町

艶

訟

泣

い

初

拝

。

街

立

刊

誌

詰

ド

か

ら

十

料
、
皮
膚
及
口
一
か
ら
の
侵
入
を
二
月
五
日
迄
の
聞
に

限
く
こ
と
口

市
内
各
小
学
校
周
富
検

十
二
指
腸
虫
は
)
主
と
し
て
皮

1
便
を
行
い
ま
す
。

膚
か
ら
侵
入
し
ま
す
か
ら
、
田

Z

一
般
市
民
の
方
で
、
検
便

知
へ
出
る
時
は
、
手
袋
読
は
長

を
希
望
せ
ら
れ
る
方
は
い

靴
等
を
は
く
こ
と
。
殊
に
早
期

た
し
ま
す
か
ら
、
希
望
の

草
、
野
菜
等
の
露
に
幼
虫
が
沢
向
が
あ
れ
ば
、

費
用
が
い

山
集
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
注
意

り
ま
せ
ん
か
ら
、
市
役
所

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
o

口

厚

生

課

へ

申
込
み
下
さ

か
ら
の
侵
入
を
防
ぐ
方
法
と
し

て
、
野
菜
は
清
水

で

よ

く

洗

う

し

体

会 l:t
国

一白

二

十

八

年

産

米

の

供
出
割
当
に
つ
い
て

本
年
産
米
の
富
山
県
義
務
供
出
量
四
二
万
石
、
超
過
供
出

期
待
量
九
万
石
、
計
五
一
万
石
に
対
し
、
魚
種
市
は
義
務

供
出
量

一
万
二
千
三
百
三
十
石
、
超
過
供
出
期
待
量
二
千

六
百
四
十
二
石
、
計

一
万
四
千
九
百
七
十
二
石
の
割
当
を

受
け
ま
し
た
。

市
は
、
各
地
区

へ
の
割
当
は
、

十

一
月
十
七
日
市
内
地
区
農
業

委
員
会
長
の
参
集
を
求
め
、
本

年
の
作
況
や
割
当
方
針
に
つ
い

て
、
会
長
の
意
見
を
徴
し、

左

記
の
様
な
基
準
で
各
地
へ

割
当

ま
し
た
。

一
万
四
千
九
百
七
十
二
石
の

供
出
確
保
量
は
、
今
年
の
作
柄

か
ら
見
て
、
完
納
は
決
し
て
安

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

国
の

食
糧
事
情
な
ど
御
考
察
の
上
、

「
一
本
の
煙
草
も
分
け
合
う
て
・

の
む
」
と
云
う
気
持
で
之
が
完

遂
に
遡
進
さ
れ
る
様
願
い
ま
す

コυ
き
阿

各

地

割

当

基

準

牧
穫
量
の
算
定

農
林
省
統
計
の
調
査
事
務
所
の

調
査
資
斜
を
四
五
%

農
林
省
食
糧
事
務
所
の
調
査
資

桝
を
四
五

μ

魚
津
市
調
査
の
資
耕一

O
%

を
採
用
し
算
定
し
た
。

保
有
米
量
の
算
定

種
子
量
反
当
り
二
舛
二
合

飯
用
量

従
来
の
基
準

各
出
接
所
調
査
の
供
出
配
給
の

米
作
人
に
、

戸
数
面
積
を
基
礎

と
し
、
米
喰
率
と
経
営
規
模
や

食
糧
事
務
所
調
査
資
料
を
勘
案

し
て
算
定
し
た
。

|地区
別
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区

魚

津

下
中
島

上
中
島

松

倉

上
の
方

下
の
方

片

貝

加

積

道

下

経

回
天

神

西
布
施

計

。、

(厚
生
課
〉

市
税
納
税
月
間
実
施
に
つ
い
て

明
る
い
社
会
と
、

住
み
よ
い
市
を
つ
く
る
た
め
に
、

納
税
に
協
力
し
ま
せ
う
。
木
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
十
二

月
一
日
よ
り
二
十
五
日
ま
で
、

滞
納
を
一

掃
す
る
た
め
納

税
月
聞
を
定
め
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
内
で
、

徴
税
令
書

期
限
内
に
納
ま
る
か
、

納
ま
ら

か
、
催
告
書
を
受
け
、
ま
だ
納

な
い
か
が
凡
ゆ
る
事
業
の
運
営

め
て
い
な
い
方
は
、
指
定
の
納

に
大
き
〈
影
響
し
ま
す
の
で
、

入
期
限
を
厳
守
さ
れ
る
よ
う
望

指
定
期
限
に
遅
れ
ず
納
め
て
頂

ん
で
お
り
ま
す
。

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
期
限
に

御
承
知
の
よ
う
に
、

税
金
は
遅
れ
ま
す
と
、
次
の
よ
ろ
な
取

市
財
政
の
、
水
源
地
と
し
て
の
設
に
な
っ
て
、
一

層
お
互
の
負

重
要
な
役
割
を
果
し
て
お
り
、
担
が
加
は
る
こ
と
に
な
り
ま
す

一O
O税
O
期
分

一

二
徴
税
令
書

一

一
納
入
期
限

O
月
O
日
迄
一

期
限
に
遅
れ
ま
す
と
催
告

書
を
発
付
さ
れ
ま
.
。

↑

す

延

滞

金
ハ
百
円
に
つ
き
日
歩

寸
l

i

l

i
-
-

-

-

-

一

四
銭
)
が
徴
牧
さ
れ
ま
す
。

一催

告

書

一

・

二
一
指
定
期
限
。
月

υ日
迄
一T

催
告
書
の
指
定
期
限
は
催
告

一1
1

1
1
1
1
il

l
-

書
発
付
の
日
か
ら
十
五
日
目
で

指
定
期
限
に
遅
れ
る
と
督

あ
句
ま
す
。

促
状
が
発
付
さ
れ
ま
す
。

寸
l

i
l

i

-
-
i
l
l
l
一

延

滞
金
の
外
に
督
促
手
数
料

・一督

促

状

一

三

一T

(
二
O
円
)
が
徴
牧
さ
れ
ま
す

一
指
定
期
限
O
月

O
日
迄

「
1
1
1
1
11
1
1
1113一

督
促
状
の
指
定
期
日
は、

発

右
指
定
期
十
の
=
一
目
前
に
差

付
の
日
か
ら
十
五
日
目
ま
で
、

押
注
意
書
を
送
っ
て
注
意
致

で

あ
り
ま
す
。

し
ま
す
が
更
に
期
日
ま
で
納

入
さ
れ
な
い
場
合
は

↑
 

四
差
押
処
分
の
実
施

本
税
延
滞
金
、
督
促
状
手
数

一

斜
め
外
に
、
延
滞
加
算
金
(
百

一T
円
に
つ
き
日
歩
四
銭
)
と
滞
納

一

処
分
費
が
徴
取
さ
れ
ま
す
。

、，、--"'-

新

年

祝

賀

交

歓

会

昭
和
二
十
九
年
の
新
春
を
迎

え
る
に
当
り
、
市
で
は
市
民
相

互
の
親
睦
を
は
か
り
、
挙
っ
て

新
湊
市
海
老
江
出
損
所
地
区
~
新
春
を
寿
ぐ
た
め
、
左
の
通
り

員
行
政
視
察
の
た
め
来
市

内
V

新
年
祝
賀
交
歓
会
を
催
し
ま
す

全

十

九

日

ハ

木

〉

日

市
選
挙
管
理
委
員
会
開
催
ゆ
か
ら
参
加
御
希
望
の
方
は
、
ど

下
、
中
新
川
両
郡
及
び
魚
津
八
な
た
で
も
御
申
込
み
下
い
。

市
管
内
戸
籍
事
務
研
究
会
を
V

十
九
、
二
十
日
の
両
日
本
市

~o日
時

で

開

催

い

昭

和

二

十

九

年

一

月

元

日

福
井
県
芦
原
町
議
会
議
員
等
V凶

午

前

十

一

時

合
併
視
察
の
た
め
来
市
内

全

=

十

三

日

(

月

〉

の

O
会

場

勤
労
感
謝
の
日

V

魚
湾
西
部
中
学
校

青
森
県
南
津
軽
郡
黒
石
町
議
問

O
会

費

会
積
員
等
合
併
視
察
の
た
め
V《

一
人
に
つ
き
百
円

来
市

~

l
l
il
i
-
-
I
l
l
i
-
-
I
l
l-
-
4
{
f
〉
〉
Y
》
〉
3
1
f
!
〈
r
(〈
rppt，t
t
z〈
r
p
t・f
Jd

〔

水

道

問

答

〕

其

の

山

一

話

誌

ぷ

移

謀

れ

れ

作

一存
郡
下
各
位
の
御
協
力
で
一

と
の
記
事
は
、
先
般
来
市
内
の
一
部
各
戸
給
水
引
入
一
水
温
で
、
給
水
出
来
る
と
考
え

一会
員
募
集
中
で
あ
り
ま
す
が
、
一

工
事
を
実
施
す
る
に
当
っ
て
、
質
問
を
受
け
、
皆
さ
一
ら
れ
、
案
ぜ
ら
れ
る
夏
は
な
ま

一本
会
の
主
旨
に
賛
同
下
さ
い
ま
一

ん
の
疑
問
の
点
と
考
へ
ら
れ
ま
し
た
事
項
を
取
組
め
一
ぬ
る
く
、
多
は
冷
め
た
い
と
云

一
し
て
、
本
会
の
目
的
達
成
に
一
一

た
J
h

の

で

あ

り

ま

す

。

一

う

水
道
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ

一段
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
一

水
温
と
水
質

一例
で
あ
り
、
夏
季
に
は
河
川
或
一
り
ま
す
o

一

向
会
費
は
年
弐
拾
円
に
て
会
一

水
道
の
水
は
、
夏
は
な
ま
ぬ
る

一
は
湖
の
源
水
の
水
温
計
既
に
、
一
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

全
く
稀

一員
に
は
広
報
三
二
号
に
お
知
ら
一

〈
、
多
は
冷
め
た
い
と
云
う
の

一
二
十
三
度
以
上
に
も
上
昇
し
て
一
に
見
る
良
質
且
つ
当
市
と
し
て

一
せ
し
ま
し
た
会
員
の
章
を
、
ぉ
一

が
常
識
の
様
に
、
考
え
ら
れ
て

一
い
る
の
で
、
水
道
の
水
も
な
ま
一
は
、

豊
富
な
水
量
が
得
ら
れ
て

一渡
し
し
ま
す
o

一

い
る
の
で
す
が
J
」
れ
は
二
股

一
ぬ
る
く
な
り
‘
一
方
、
多
季
は
こ
一
い
る
現
状
か
ら
、
必
ず
や
市
民

一

碑

友

会

会

則

一

に
大
き
な
都
市
で
は
、
大
量
の
一
れ
に
反
し
て
源
水
が
、
五
度
或
一
各
伎
に
喜
ん
で
戴
け
る
と
思
い
一
条
一
条
本
会
は
、
魚
崎
仲
市
碑
一

水
を
必
要
と
し
、

従
っ
て
浅
い
一
は

之

れ

以

下

に

降

下

し

て

い

る

一

ま

す

。

一

友
会
と
称
し
、
事
務
所
を
魚
一

井
戸
ゃ
、
河
川
の
伏
流
水
を
取

一
の
で
、
非
常
に
冷
め
た
い
水
と
一
水
質
に
関
し
て
は
、
既
に
再

一

津
市
役
所
に
置
く

。

一

水
す
る
事
で
、
と
て
も
量
的
に

一
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
o

一三
県
衛
生
部
の
水
質
検
査
を
受

一第
二
条

木

会
は
、
魚
津
市
出
一

得
難
い
の
で
、
直
接
河
川
、
或
は

一

当
市
の
場
合
は
、
片
員
川
の
一
け
、
不
純
性
分
の
検
出
も
見
ず
一
身
の
、
戦
没
公
傷
死
英
霊
の
二

湖
水
を
取
っ
て
沈
澄
池
で
、
充

一
伏
流
水
を
寂
水
し
て
い
る
関
係
一

飲
斜
好
適
の
大
鼓
判
を
戴
い
て

一

殉
国
精
神
を
継
承
し
、
其
の
一

分
時
聞
を
与
え
て
沈
澄
さ
せ
、

一
上、
源
水
の
水
島
に
、
夏
各
に
大
一
居
り
ま
す
が
、
多
く
質
問
を
受

一

功
績
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
一

更
に
浄
過
設
備
を
経
て
浄
水
し

一き
な
変
化
が
少
く
、
現
在
水
源

一
け
る
滅
菌
の
為
め
の
薬
品
の
注

一

相
携
え
て
、
平
和
に
し
て
、
清

一

郎
水
池
に
貯
水
し
た
水
を
、
ポ

一地
で
は
、

真
夏
十
度
半
程
度
で
一
入
が
、
大
都
市
の
水
道
の
例
が

一

聞
な
る
新
日
本
建
設
に
遁
進
一

シ
プ
送
水
す
る
と
云
号
の
が
通一

あ
る
関
係
か
ら
、

週
間
水
管
路
一
取
ら
れ
て
水
道
の
水
は
薬
臭
く

一

す
る
を
目
的
と
す
る
o

一

一
て
お
茶
な
ど
飲
ま
れ
な
い
の
で

一第
三
条
本
会
は
、
前
条
の
目
一

一
は
な
い
か
、
叉
金
魚
や
泉
水
の
一

的
を
達
成
す
る
為
め
左
の
事

一

一鯉
等
は
死
ぬ
の
で
な
い
か
と
云

一

葉
を
行
う
o

-

一う
疑
問
点
は
、
特
に
伝
染
病
の

一

一
、
忠
魂
碑
の
建
設
並
に
慰

一発
生
を
見
て
い
る
時
期
、
或
は

一

霊

式
の
執
行
。

一新
設
管
の
洗
縦
消
毒
の
期
間
を

一

一
一、
遺
家
族
、
戦
傷
ハ公
傷
〉

一除
い
て
は
、

薬
品
の
注
入
を
行

一

の
援
護
世
話
。

一
は
な
い
で
も
、
充
分
良
質
で
あ

一

三
、
未
帰
還
者
ハ
遺
骨
)
戦

一
り、

薬
臭
い
水
、
な
ま
ぬ
る
い

一

犯
者
に
対
す
る
処
置
促
進

一水
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
o

一

運
動。

一

以
上
の
、

疑
問
点
で
給
水
の
一

四
、
必
要
に
応
じ
講
演
会
座

一
申
込
を
た
め
ら
っ
て
お
ら
れ
る

一

談
会
の
開
催
。

一方
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
此
の
疑

一

玉
、
其
の
他
必
要
と
認
め
た

一問
を
解
消
し
て
戴
き
度
い
の
で

一

事

項

。

す
0

〈水
道
課
)

一第
四
条

本
会
は
、
年
一
固
定

.

期
総
会
ハ
二
月
V

を
行
ろ
を

例
と
す
る
。

第
五
条
本
会
は
、
魚
津
市
民
に

し
て
、
本
会
の
主
旨
に
賛
同

す
る
者
を
以
て
組
識
す
る
。

(
碑
友
会
〉

十
一
月
一
日
か
ら
十
一
月
=
+
車
日
ま
て

十
一
月
十
一
日

〈水
〉

町
村
合
併
等
に
関
す
る
市
長

地
方
事
務
所
長
会
議
に
寺
田

助
役
出
席

高
知
県
幡
多
郡
大
川
筋
村
議

会
議
員
等
合
併
視
察
の
た
め

来
市

全
十
四
回
(
土
)

民
生
委
員
推
せ
ん
会
開
催

富
山
県
芸
能
文
化
祭
を
大
町

小
学
校
に
於
い
て
開
催

企
+
穴
目
ハ
月
〉

・

市
長
上
京
中
の
処
本
日
帰
庁

全
十
七
日
〈
火
〉

農
業
委
員
会
々
長
会
議
開
催

一
決

定

一

一ケ
所
数

一

二
三
、
六
五
二
、

0
0明一

二
三

ご
一
、
九
四
六
、

0
0
0一

一七一

六
、
八
三
四
、

0
0
0一
一

一
一一

五
二
、
四
三
二
、

0
0
0一
四
二
一

犬
の
登
録
及
注
射
が

す
ん
て
い
ま
し
ょ
う
か

の

ら

い

ぬ

が

り

ー

野

犬

掃

蕩

実

施
l

+
=
月
七
日
よ
り
+
=
月
=
十
八
固
ま
で

狂
犬
病
予
防
の
た
め
、

昭
和
二
十
八
年
度
野
犬
掃
蕩

を
、
魚
津

保
健

所
が
左
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
か

ら
、
市
民
各
位
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一

、

実

施

方

法

一

け

て

い

ま

す

〉

先
ず
野
犬
掃
蕩
員

(腕
章
つ
一
日
割

け
る
〉
保
健
所
係
員
が
未
登
録
、
一
十
二
町
七
日

未
接
種
犬
の
家
々
を
巡
回
し
、
一
十
二
月
八
日

登
録
及
注
射
を
受
け
る
か
、
受
一
十
二
月
九
日

け
な
い
か
と
問
ひ
、
登
録
及
び

-

注
射
を
そ
の
場
で
行
い
、
若
し

必
要
と
し
な
い
犬
に
つ
い
て
は

そ
の
場
で
も
ら
い
受
け
ま
十
。

十
二
月
七
日
か
ら
十
二
月
十
七

日
迄
の
期
間
以
外
の
野
犬
掃
蕩

に
つ
い
て
は
、
各
係
の
協
力
を

得
て
捕
獲
し
ま
す
。ヘ県
指
定
の

野
犬
掃
蕩
員
は
必
ず
腕
章
を
つ

碑
友
会
の
会
員

募
集
広
つ
い
て

碑
友
会
の
事
業
内
容
等
は
、

広
報
を
通
じ
度
々
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
の
で
大
体
お
解
り
と

業作問夜の設布道水

O
申

込

期

限

十
二
月
廿
日
ま
で

@
申
込
に
つ
・い
て
の
注
意

@
名
刺
作
成
の
都
合
上
期
限
-

-後
の
申
込
み
は
受
付
致
し
一

ま

せ

ん

。

一

@
会
費
は
申
込
と
同
時
に
納
一

め
て
下
さ
い
。

一

の
官
公
街
、
会
社
、事
業
所
等
ζ

一

に
あ
っ
て
は
、
市
役
所
秘
一

書
人
事
課
又
は
そ
の
地
区
，

出
張
所
へ
、
個
人
に
あ
っ

て
は
そ
の
区
の
広
報
員
を

通
じ
申
込
み
下
さ
い
。


